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研
究
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

文
献
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ト
・
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究
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理

９

〓
文
献
リ
ス
ト
っ
て
な
に
？

　学
習
・
研
究
を
す
る
と
き
は
、
学
術
書

や
学
術
論
文
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
「
文
献
」
か
ら
手
が
か

り
を
得
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま

す
。
で
す
か
ら
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
を
書

い
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
る
と
き
に

は
、
自
分
の
考
え
の
論
拠
と
な
っ
た
文
献

の
リ
ス
ト
を
付
け
る
こ
と
が
万
国
共
通
の

ル
ー
ル
で
す
。

　逆
に
、
文
献
を
読
ん
で
、
書
か
れ
て
い

る
こ
と
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
と

き
は
、文
献
リ
ス
ト
の
文
献
を
探
し
ま
す
。

文
献
リ
ス
ト
に
は
、
本
や
学
術
論
文
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

形
態
の
文
献
が
混
ざ
っ
て
い
る
の
で
よ
く

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
雑
誌
名
が
省
略
形

で
あ
っ
た
り
、
論
題
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
文
献
は
文
献
リ
ス
ト
か

ら
次
々
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
最
初
の
文
献

よ
り
古
い
文
献
し
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も

検
索
し
て
み
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段

を
組
み
合
わ
せ
た
調
査
が
必
要
で
す
。

〓
文
献
リ
ス
ト
の
作
法

　文
献
リ
ス
ト
を
作
る
と
き
は
、
上
の
例

の
よ
う
に
、
著
者
や
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
文

献
に
関
す
る
情
報
を
一
行
で
書
き
ま
す
。

順
序
や
区
切
り
符
号
な
ど
の
書
き
方
が
決

ま
っ
て
い
る
分
野
も
あ
る
の
で
、
指
示
が

あ
る
場
合
は
そ
れ
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

〓「
引
用
」
は
正
し
く

　「引
用
」
と
は
、
他
の
人
の
本
や
論
文

を
そ
の
ま
ま
転
記
す
る
こ
と
で
す
。
引
用

す
る
と
き
は
、
転
記
し
た
文
章
を
「
」
で

括
っ
た
り
、
段
を
変
え
た
り
、「
○
○
に

よ
る
と
」
か
ら
文
章
を
始
め
る
な
ど
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
引
用
な
の
か
、
読
む

人
が
明
確
に
わ
か
る
よ
う
に
整
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
使
用
し
た
文
献
の
情
報
（
典

拠
）
も
、
文
献
リ
ス
ト
や
脚
注
に
明
記
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
引
用
で
き
る
量

は
、
自
分
の
考
え
を
補
強
し
、
論
拠
づ
け

る
た
め
に
必
要
な
部
分
の
み
で
す
。

　こ
う
し
た
引
用
の
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に

他
の
人
の
著
作
物
を
使
用
し
た
場
合
、
故

意
で
は
な
く
て
も
「
盗
用
」
に
な
り
ま
す
。

　写
真
や
絵
・
イ
ラ
ス
ト
は
、
引
用
に
も

制
限
が
あ
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

著 作 権 に つ い て
　人間の思想や感情を、文章や音楽、絵画などで表現
した作品は、作品が産み出された時から「著作権」が
発生します。作品（著作物）と製作者（著作者）は、著作
権法によって保護されています。「引用」する場合を除
いて、著作物は著作者（著作権保持者）の許可なく、レ
ポートや論文など、”他の人にみてもらうもの”に利用
することはできません。もちろん、SNSなどへの無断投
稿も禁止されています。

●図書館資料のコピー
　著作権法31条と図書館協会のガイドラインでコピ
ーできる範囲が定められています。本に掲載されてい
る著作物はその半分まで、雑誌はバックナンバーか発
行後３ヶ月を経過したものであれば、各記事・論文の
全文がコピーできます。その他、複写申込票の注意事
項を確認し、必要事項を記入してからコピーしてくだ
さい。
　また、この規定により、図書館のコピー機では図書
館の資料しかコピーができません。ノートなどの持ち
込み資料をコピーしたり、スマートフォンなどで図書
館資料を撮影することは禁止されています。

●「著作権フリー」
　イラストや写真などが、インターネット上で「著作権
フリー」として公開されていることがありますが、利用
の仕方によっては有料である場合があります。こうし
たサイトを利用する場合は、利用案内や注意事項をよ
く確認してください。

●著作権の保護期間
　2018年末までは著作者の死後50年間まで、2019年
以降は著作者の死後70年間が著作権の保護期間で
す。保護期間を経過した著作物は自由に利用すること
ができるため、『青空文庫』のようにインターネットな
どで公開されることもあります。
　ただし、著作物の保護期間が経過しても、著作者に
関する権利（著作者人格権）は継続しているため、改
ざんしたり盗用したりすることは認められていません。
また、映画など、特別に保護期間が長い著作物もあり
ます。

●著作権の譲渡
　著作権は、他の人に譲渡できます。特に学術論文の
多くは、学術雑誌の出版社に著作権が譲渡されてい
ます。著作権を譲渡している場合は、自分の著作物で
あっても自由に利用できません。

●違法ダウンロード
　たとえば漫画の海賊版など、著作権法に違反してい
る著作物を利用してはいけません。また、大学が契約
している電子ジャーナルやデータベースは、大量のダ
ウンロードが禁止されています。（ダウンロード用のプ
ログラムの使用や、マイニングも禁止されています。）

●個人情報・プライバシー
　著作権とは異なりますが、人が写っている写真や個
人名を利用したい場合は、本当にその写真が必要か
をよく考え、本人の許可を得てから利用してください。
インターネットに投稿するときは、位置情報など不要
な情報が付いていないかの確認も必須です。

著作権について、詳しくは、文化庁や著作権情報セン
ターのホームページを参照してください。

甲南大学は、学術研究の信頼性と公平性を確保するとともに、社会
の信頼と負託を得て、主体的かつ自律的に学術研究を進め、科学の
健全な発展を促すため、「本学において研究活動を行う全ての者及
びこれを支援する全ての者（以下「研究者等」という。）」が遵守す
べき行動規範を次のとおり定める。

１．研究活動における不正行為の防止
研究者等は、研究活動において得られたデータや結果の捏造、改ざ
ん、盗用の特定不正行為のみならず、二重投稿や不適切なオーサー
シップの不正行為を行わず、また加担しない。さらに、研究データ
や資料等の適切な取り扱いと管理・保管を徹底し、不正行為の発生
を未然に防止するよう、研究環境の整備、及び不正行為防止の教育
啓発の継続的な取り組みに努めなければならない。
２．研究成果の公開、説明
研究者等は、研究活動の透明性を確保し、研究活動によって得られ
た成果を広く社会に還元するため、公開に制約がある場合を除いて、
適切な方 法により、積極的に公開し、学術的、社会的意義につい
て説明するよう努めなければならない。
３．研究費の適正使用
研究者等は、研究の実施、外部資金を含む研究費の使用にあたって
は、その原資が、学費、国・地方公共団体等からの交付金・補助金、
外部団体からの助成金等によるものであることに留意し、関係法令、
本学の関係諸規程及び使用ルール等を遵守し、研究費の適正な使用
に努めなければならない。
４．環境・安全への配慮、生命倫理の尊重
研究者等は、研究実施上、環境・安全に対して有害となる可能性の
あるもの（放射線、外来生物、劇毒物、環境汚染物質等）を取り扱
う場合には、関係法令、本学の関係諸規程、及び学会等の指針等を
遵守するとともに、研究活動における安全管理に留意しなければな
らない。また、ヒトや動物を対象とした研究においては、生命倫理
を最大限に尊重しなければならない。

５．差別やハラスメントの排除
研究者等は、個人の人格と自由を尊重し、研究活動等において、人種、
ジェンダー、地位、思想・信条、宗教などによって差別してはなら
ない。また、研究上の優位な立場や権限を利用して、研究上の指示
や指導を受ける者に不利益を与えるような 言動を行ってはならな
い。
６．個人情報の保護と守秘義務
研究者等は、研究活動の過程で知り得た他者の個人情報の保護に努
め、適切な取り扱いをしなければならない。また、研究者は、他者
の知的財産権に関して守秘義務を負うものは、をしなければならな
い。また、研究者は、他者の知的財産権に関して守秘義務を負うも
のは、これを遵守しなければならない。これを遵守しなければなら
ない。
７．利益相反
研究者等は、自らの研究、審査、評価、判断、科学的助言等において、
個人と組織、あるいは異なる組織間の利益の衝突に十分注意を払い、
公共性に配慮しつつ適切に対応しなるいは異なる組織間の利益の衝
突に十分注意を払い、公共性に配慮しつつ適切に対応しなくてはな
らない。
８．取引先との関係
研究者等は、取引先に関して、公正かつ自由な取引を確保し、談合、
優越的地位の濫用な取引を確保し、談合、優越的地位の濫用など、
関係法令、本学の関係諸規程等に違反する行為を行ってはならない。
など、関係法令、本学の関係諸規程等に違反する行為を行ってはな
らない。
９．法令等の遵守
研究者等は、研究活動を行うにあたり、関係する法令及び本学が定
める規程等を遵守しなければならない。なければならない。
10．改廃
この行動規範の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決定する。

附　則
この規程は、令和 3 年 4 月 22 日から施行し、令和 3 年 4 月 1 日か
ら適用する。
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【参考文献リストの書き方・読み取り方】

桜について

甲南　花子

　桜が春に花を咲かせるのはなぜか。理工学部の田中先生の著書『葉っぱのふ

しぎ』によると、桜の葉っぱが夏にアブシシン酸というホルモンを作り出し、

桜のつぼみに寒い冬を越すために春暖かくなるまで成長を止めなさいという指

令を出しているからだそうだ。桜のふしぎを科学的に解明するのも興味深いが、

文学者の梶井基次郎は『桜の樹の下には』という短編で、「桜の樹の下には屍

体が埋まっている！」から、桜はあれほどまでに美しいと表現した。そうでな

ければ、「あんなに見事に咲くなんて信じられない」そうだ。

　桜の花には、人々の気分を朗らかにし、財布の紐を緩める力もある。２０１

１年、震災の影響で自粛ムードが広がったときには、経済が萎縮してしまうこ

とが懸念された。その雰囲気を打破したのは、「日本伝統の花見」まで自粛す

ることに反対する声だった。桜の影響力は経済にとどまらない。アメリカの首

都ワシントンには、明治時代に東京都から贈られた桜の並木があり、観光スポッ

トになっている。当時の新聞には「米國現大統領タフト氏の優美なる渇望に對

（こた）へんがため」と報じられており、ほかでもない桜が欲しいと言ったの

はアメリカ大統領であったらしい。以来、桜は国際親善の役割も果たしている。

満開になった桜を図書館の２階から眺めながら、あれこれ調べてみるのも面白

い。

● 文献リスト

田中修 『葉っぱのふしぎ』 ソフトバンククリエイティブ , 2008

梶井基次郎 『梶井基次郎全集』第１巻 , 筑摩書房 , 1999

佐治信忠 , 伊集院静 「逆境が日本を強くする」 『日経ビジネス』 

1589,  p62-65,  2011.5.2

『読売新聞』 明治 42 年 8 月 19 日 , 朝刊

● 文献リスト

田中修 『葉っぱのふしぎ』 ソフトバンククリエイティブ , 2008

梶井基次郎 『梶井基次郎全集』第１巻 , 筑摩書房 , 1999

佐治信忠 , 伊集院静 「逆境が日本を強くする」 『日経ビジネス』 

1589,  p62-65,  2011.5.2

『読売新聞』 明治 42 年 8 月 19 日 , 朝刊

文献リスト
レポートや論文には、
使用した文献のリストを
必ず記載します。

　研究活動とは、先人達が行った研究の諸業績を踏まえた上で、観察や実験等に

よって知り得た事実やデータを素材としつつ、自分自身の省察・発想・アイディ

ア等に基づく新たな知見を創造し、知の体系を構築していく行為です。

　研究に携わる人には、常にその社会的な影響を考えて行動すること、互いに信

頼し敬意を払うことが求められます。こういった研究者が守るべき規範を「研究

倫理」といいます。

　大学は教育機関であると同時に研究機関でもあり、学生も「研究倫理」を遵守

しなければならない研究者の一員です。レポートや論文などの成果物を作成する

際に、以下のような「研究倫理」に反する不正行為があった場合は、カンニング

と同様に厳しく処分されます。

　本や論文、インターネットの文章をコピー＆ペーストしてレポートを作成する

行為は、「盗用」にあたります。正しい「引用」方法については、下欄を参照して

ください。不安なことがあったときは、早めに担当教員等に相談しましょう。

（１）捏造
　　　

（２）改ざん

（３）盗用

存在しないデータ、研究成果等を作成すること。

研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データや研究活動に

よって得られた結果等を真正でないものに加工すること。

他の研究者のアイデア、分析・解析方法、データ、研究成果、

論文の内容を「引用」の範囲を超えて流用すること。

甲南大学研究活動行動規範 令和 3 年 4 月 22 日　学長決定
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知
り
た
い
と
思
っ
た
と

き
は
、文
献
リ
ス
ト
の
文
献
を
探
し
ま
す
。

文
献
リ
ス
ト
に
は
、
本
や
学
術
論
文
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

形
態
の
文
献
が
混
ざ
っ
て
い
る
の
で
よ
く

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
雑
誌
名
が
省
略
形

で
あ
っ
た
り
、
論
題
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
文
献
は
文
献
リ
ス
ト
か

ら
次
々
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
最
初
の
文
献

よ
り
古
い
文
献
し
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も

検
索
し
て
み
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段

を
組
み
合
わ
せ
た
調
査
が
必
要
で
す
。

〓
文
献
リ
ス
ト
の
作
法

　文
献
リ
ス
ト
を
作
る
と
き
は
、
上
の
例

の
よ
う
に
、
著
者
や
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
文

献
に
関
す
る
情
報
を
一
行
で
書
き
ま
す
。

順
序
や
区
切
り
符
号
な
ど
の
書
き
方
が
決

ま
っ
て
い
る
分
野
も
あ
る
の
で
、
指
示
が

あ
る
場
合
は
そ
れ
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

〓「
引
用
」
は
正
し
く

　「引
用
」
と
は
、
他
の
人
の
本
や
論
文

を
そ
の
ま
ま
転
記
す
る
こ
と
で
す
。
引
用

す
る
と
き
は
、
転
記
し
た
文
章
を
「
」
で

括
っ
た
り
、
段
を
変
え
た
り
、「
○
○
に

よ
る
と
」
か
ら
文
章
を
始
め
る
な
ど
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
引
用
な
の
か
、
読
む

人
が
明
確
に
わ
か
る
よ
う
に
整
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
使
用
し
た
文
献
の
情
報
（
典

拠
）
も
、
文
献
リ
ス
ト
や
脚
注
に
明
記
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
引
用
で
き
る
量

は
、
自
分
の
考
え
を
補
強
し
、
論
拠
づ
け

る
た
め
に
必
要
な
部
分
の
み
で
す
。

　こ
う
し
た
引
用
の
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に

他
の
人
の
著
作
物
を
使
用
し
た
場
合
、
故

意
で
は
な
く
て
も
「
盗
用
」
に
な
り
ま
す
。

　写
真
や
絵
・
イ
ラ
ス
ト
は
、
引
用
に
も

制
限
が
あ
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

著 作 権 に つ い て
　人間の思想や感情を、文章や音楽、絵画などで表現
した作品は、作品が産み出された時から「著作権」が
発生します。作品（著作物）と製作者（著作者）は、著作
権法によって保護されています。「引用」する場合を除
いて、著作物は著作者（著作権保持者）の許可なく、レ
ポートや論文など、”他の人にみてもらうもの”に利用
することはできません。もちろん、SNSなどへの無断投
稿も禁止されています。

●図書館資料のコピー
　著作権法31条と図書館協会のガイドラインでコピ
ーできる範囲が定められています。本に掲載されてい
る著作物はその半分まで、雑誌はバックナンバーか発
行後３ヶ月を経過したものであれば、各記事・論文の
全文がコピーできます。その他、複写申込票の注意事
項を確認し、必要事項を記入してからコピーしてくだ
さい。
　また、この規定により、図書館のコピー機では図書
館の資料しかコピーができません。ノートなどの持ち
込み資料をコピーしたり、スマートフォンなどで図書
館資料を撮影することは禁止されています。

●「著作権フリー」
　イラストや写真などが、インターネット上で「著作権
フリー」として公開されていることがありますが、利用
の仕方によっては有料である場合があります。こうし
たサイトを利用する場合は、利用案内や注意事項をよ
く確認してください。

●著作権の保護期間
　2018年末までは著作者の死後50年間まで、2019年
以降は著作者の死後70年間が著作権の保護期間で
す。保護期間を経過した著作物は自由に利用すること
ができるため、『青空文庫』のようにインターネットな
どで公開されることもあります。
　ただし、著作物の保護期間が経過しても、著作者に
関する権利（著作者人格権）は継続しているため、改
ざんしたり盗用したりすることは認められていません。
また、映画など、特別に保護期間が長い著作物もあり
ます。

●著作権の譲渡
　著作権は、他の人に譲渡できます。特に学術論文の
多くは、学術雑誌の出版社に著作権が譲渡されてい
ます。著作権を譲渡している場合は、自分の著作物で
あっても自由に利用できません。

●違法ダウンロード
　たとえば漫画の海賊版など、著作権法に違反してい
る著作物を利用してはいけません。また、大学が契約
している電子ジャーナルやデータベースは、大量のダ
ウンロードが禁止されています。（ダウンロード用のプ
ログラムの使用や、マイニングも禁止されています。）

●個人情報・プライバシー
　著作権とは異なりますが、人が写っている写真や個
人名を利用したい場合は、本当にその写真が必要か
をよく考え、本人の許可を得てから利用してください。
インターネットに投稿するときは、位置情報など不要
な情報が付いていないかの確認も必須です。

著作権について、詳しくは、文化庁や著作権情報セン
ターのホームページを参照してください。

甲南大学は、学術研究の信頼性と公平性を確保するとともに、社会
の信頼と負託を得て、主体的かつ自律的に学術研究を進め、科学の
健全な発展を促すため、「本学において研究活動を行う全ての者及
びこれを支援する全ての者（以下「研究者等」という。）」が遵守す
べき行動規範を次のとおり定める。

１．研究活動における不正行為の防止
研究者等は、研究活動において得られたデータや結果の捏造、改ざ
ん、盗用の特定不正行為のみならず、二重投稿や不適切なオーサー
シップの不正行為を行わず、また加担しない。さらに、研究データ
や資料等の適切な取り扱いと管理・保管を徹底し、不正行為の発生
を未然に防止するよう、研究環境の整備、及び不正行為防止の教育
啓発の継続的な取り組みに努めなければならない。
２．研究成果の公開、説明
研究者等は、研究活動の透明性を確保し、研究活動によって得られ
た成果を広く社会に還元するため、公開に制約がある場合を除いて、
適切な方 法により、積極的に公開し、学術的、社会的意義につい
て説明するよう努めなければならない。
３．研究費の適正使用
研究者等は、研究の実施、外部資金を含む研究費の使用にあたって
は、その原資が、学費、国・地方公共団体等からの交付金・補助金、
外部団体からの助成金等によるものであることに留意し、関係法令、
本学の関係諸規程及び使用ルール等を遵守し、研究費の適正な使用
に努めなければならない。
４．環境・安全への配慮、生命倫理の尊重
研究者等は、研究実施上、環境・安全に対して有害となる可能性の
あるもの（放射線、外来生物、劇毒物、環境汚染物質等）を取り扱
う場合には、関係法令、本学の関係諸規程、及び学会等の指針等を
遵守するとともに、研究活動における安全管理に留意しなければな
らない。また、ヒトや動物を対象とした研究においては、生命倫理
を最大限に尊重しなければならない。

５．差別やハラスメントの排除
研究者等は、個人の人格と自由を尊重し、研究活動等において、人種、
ジェンダー、地位、思想・信条、宗教などによって差別してはなら
ない。また、研究上の優位な立場や権限を利用して、研究上の指示
や指導を受ける者に不利益を与えるような 言動を行ってはならな
い。
６．個人情報の保護と守秘義務
研究者等は、研究活動の過程で知り得た他者の個人情報の保護に努
め、適切な取り扱いをしなければならない。また、研究者は、他者
の知的財産権に関して守秘義務を負うものは、をしなければならな
い。また、研究者は、他者の知的財産権に関して守秘義務を負うも
のは、これを遵守しなければならない。これを遵守しなければなら
ない。
７．利益相反
研究者等は、自らの研究、審査、評価、判断、科学的助言等において、
個人と組織、あるいは異なる組織間の利益の衝突に十分注意を払い、
公共性に配慮しつつ適切に対応しなるいは異なる組織間の利益の衝
突に十分注意を払い、公共性に配慮しつつ適切に対応しなくてはな
らない。
８．取引先との関係
研究者等は、取引先に関して、公正かつ自由な取引を確保し、談合、
優越的地位の濫用な取引を確保し、談合、優越的地位の濫用など、
関係法令、本学の関係諸規程等に違反する行為を行ってはならない。
など、関係法令、本学の関係諸規程等に違反する行為を行ってはな
らない。
９．法令等の遵守
研究者等は、研究活動を行うにあたり、関係する法令及び本学が定
める規程等を遵守しなければならない。なければならない。
10．改廃
この行動規範の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決定する。

附　則
この規程は、令和 3 年 4 月 22 日から施行し、令和 3 年 4 月 1 日か
ら適用する。
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【参考文献リストの書き方・読み取り方】

桜について

甲南　花子

　桜が春に花を咲かせるのはなぜか。理工学部の田中先生の著書『葉っぱのふ

しぎ』によると、桜の葉っぱが夏にアブシシン酸というホルモンを作り出し、

桜のつぼみに寒い冬を越すために春暖かくなるまで成長を止めなさいという指

令を出しているからだそうだ。桜のふしぎを科学的に解明するのも興味深いが、

文学者の梶井基次郎は『桜の樹の下には』という短編で、「桜の樹の下には屍

体が埋まっている！」から、桜はあれほどまでに美しいと表現した。そうでな

ければ、「あんなに見事に咲くなんて信じられない」そうだ。

　桜の花には、人々の気分を朗らかにし、財布の紐を緩める力もある。２０１

１年、震災の影響で自粛ムードが広がったときには、経済が萎縮してしまうこ

とが懸念された。その雰囲気を打破したのは、「日本伝統の花見」まで自粛す

ることに反対する声だった。桜の影響力は経済にとどまらない。アメリカの首

都ワシントンには、明治時代に東京都から贈られた桜の並木があり、観光スポッ

トになっている。当時の新聞には「米國現大統領タフト氏の優美なる渇望に對

（こた）へんがため」と報じられており、ほかでもない桜が欲しいと言ったの

はアメリカ大統領であったらしい。以来、桜は国際親善の役割も果たしている。

満開になった桜を図書館の２階から眺めながら、あれこれ調べてみるのも面白

い。

● 文献リスト

田中修 『葉っぱのふしぎ』 ソフトバンククリエイティブ , 2008

梶井基次郎 『梶井基次郎全集』第１巻 , 筑摩書房 , 1999
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1589,  p62-65,  2011.5.2
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● 文献リスト
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梶井基次郎 『梶井基次郎全集』第１巻 , 筑摩書房 , 1999
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『読売新聞』 明治 42 年 8 月 19 日 , 朝刊

文献リスト
レポートや論文には、
使用した文献のリストを
必ず記載します。

　研究活動とは、先人達が行った研究の諸業績を踏まえた上で、観察や実験等に

よって知り得た事実やデータを素材としつつ、自分自身の省察・発想・アイディ

ア等に基づく新たな知見を創造し、知の体系を構築していく行為です。

　研究に携わる人には、常にその社会的な影響を考えて行動すること、互いに信

頼し敬意を払うことが求められます。こういった研究者が守るべき規範を「研究

倫理」といいます。

　大学は教育機関であると同時に研究機関でもあり、学生も「研究倫理」を遵守

しなければならない研究者の一員です。レポートや論文などの成果物を作成する

際に、以下のような「研究倫理」に反する不正行為があった場合は、カンニング

と同様に厳しく処分されます。

　本や論文、インターネットの文章をコピー＆ペーストしてレポートを作成する

行為は、「盗用」にあたります。正しい「引用」方法については、下欄を参照して

ください。不安なことがあったときは、早めに担当教員等に相談しましょう。

（１）捏造
　　　

（２）改ざん

（３）盗用

存在しないデータ、研究成果等を作成すること。

研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データや研究活動に

よって得られた結果等を真正でないものに加工すること。

他の研究者のアイデア、分析・解析方法、データ、研究成果、

論文の内容を「引用」の範囲を超えて流用すること。

甲南大学研究活動行動規範 令和 3 年 4 月 22 日　学長決定


